
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚陽 小･中･保 地域協育ネット情報 

平成 30 年 9 月 1 日（第 44 号）  厚陽学校支援地域教育協議会 

～森林づくりは地球の未来へのメッセージ～ 

公民館で「宿題がたくさん出ています」と話していた子どもたち。宿題に追われる

子どもの様子は“夏休みならでは”ですが、今年はうまく取り組めたでしょうか。 

 もし「全然終わらなくて大変だった」というご家庭があれば、なぜこのような状況

になったかを子どもと一緒に振り返るようにしてください。学校生活に慣れるのが

心配な二学期の始まり、子どもの気持ちをしっかりと受け止め、理解してあげられる

かどうかが重要な時期です。思うように進まない事もあるでしょう。でも、きっと誰

にでもできる日々の積み重ねが、子どもたちの背中をそっと押すことに繋がります。 

 この度“鎮守の森を守る会”の呼びかけにより、吉部田

八幡宮樹林（県指定自然記念物）の樹木プレートを一新す

ることになりました。公益財団法人ニッセイ緑の財団の

事業の一環で、“ニッセイの森”の間伐材を利用した 

「樹木名プレート」の寄贈を受けての実施とのこと。 

 

<裏面へ続きます> 

日時：平成３０年９月８日（土） ８時４５分～開会式 

場所：厚陽小中学校グラウンド にて 
 
「スローガン」 
Ｃｈｅｅｒ ｕｐ ～ 輝け 心を一つに全力で ～ 

★ （厚陽小中学校）ふれあい運動会のお知らせ ★ 

 日時は平成３０年９月９日（日）１３時より、吉部田八

幡宮に集合です。先着５０名で子どもたち優先とのこと。 
 
～樹木名に自分の名前とメッセージを添えて、 

  子どもたちの成長の記念にいかがでしょうか？～ 

（お問い合わせ：吉部田八幡宮 74-8990） 

 二学期も早々ですが、週末は学校の運動会です。５日の

総練習を目前に、子どもたちは一生懸命練習してきたと思

います。そんな姿をたくさんの人に見ていただけたらと、

地域のための敬老席・一般席も設けられているとのこと。 

保育園は２９日（土）が運動会です。練習の成果はもち

ろんのこと、心身の成長も見届けて欲しいと思います。 

 

 
★ 樹木の名前をプレートに書いてみませんか？ ★ 

(吉部田八幡宮 県指定樹林) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【厚陽学校支援地域教育協議会事務局（厚陽公民館）】℡74-8400 FAX:75-0628 

学校支援をはじめ、各種活動にご協力いただける方を募集しています。 

できる時にできる範囲で構いません。お気軽に事務局までご相談ください♪ 

★ 第二回 学校運営協議会 ～児童生徒もがんばっています～ ★ 

最近、国が提唱している“働き方改革”ってご存知でしょうか。耳にしたことがあ

るという人は多いかもしれませんね。「残業を減らすんでしょ？」と思っている方、

もちろん正解です。働き方改革は、５０年後も人口１億人を維持し、誰しもが活躍で 

「“働き方改革”って何だろう？ ～少しだけご紹介します～」 

★ “輪”の大きな ふれあい夏まつり でした！！ ★ 

夏休み終わりに、二回目の学校運営協議会が開かれま

した。内容は「学力状況調査」と「学校評価」に関する

意見交換です。特に中３の数学・理科では、全国の平均

を大きく上回り、子どもたちの頑張りや先生方の指導の

良さが挙げられました。もちろん日常生活の小さな悩み

にも真剣に耳を傾けます。「やがては地域に根ざす子ど

も。豊かな心を育てたい」と、校長先生のお言葉でした。 

（ H30.8.２8 ） 

 公民館だよりでもお伝えしている夏まつり。

今年も中学生たちがお手伝いに来てくれまし

た。テント設営や飾りつけ、本番の金魚すくい

や福引きの受付・景品渡しまで、みんなが自分

の役割をしっかりと果たしていたと思います。 

反省や課題はありましたが、こうして子ども

が関わってくれることが、まつり自体の活気に

繋がるもの。わざわざ様子を見に来てくださっ

た先生方もありがとうございます。 
 
“ふれあい音頭の指導”や“浴衣の着付け”で

活躍してくださったボランティアの皆さんは、 

お互いに声を掛け合い、わざわざ浴衣を準備して輪に加わってくださっていました。 

何を言わずとも、こうした“粋な計らい”をありがたく思いながら、子どもたちの 

笹飾りを囲む“厚陽ふれあい音頭の輪”を、一段と大きく感じていました。 

 

（ H30.8.４ ） 

きる社会（一億総活躍社会）の実現に向けた取り組みです。

人口減少に伴い、労働力人口（生産年齢人口）の減少が予測

される中で、１．働き手の増加、２．出生率の上昇、３．労

働生産性の向上 を掲げています。その具体策として、長時

間労働の解消や非正規雇用の格差改善、高齢者の就労促進

などが挙げられています。誰もが自分らしい生き方をする

ために、社会全体で考え、取り組むべき大切な問題ですね。 
(市P)親睦球技大会の厚陽チーム 

ソフトバレーで１位でした！ 
 

（奉仕作業お疲れ様でした！！） 


